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【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
直列に接続された複数のキャパシタと、
複数の前記キャパシタのそれぞれに接続されたバランス電圧調整手段と、
前記バランス電圧調整手段に接続された制御回路からなり、
前記制御回路は、前記キャパシタの非充放電時において、前記バランス電圧調整手段によ
り前記キャパシタの非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ、ｉ＝１～ｎ、ｎは前記キャパシタの個
数）を測定し、
前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）の測定後から、前記キャパシタを連続して充電のみ、
または放電のみを行っている時における前記キャパシタの充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を
、前記バランス電圧調整手段により測定し、
前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）と前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）の差の絶対値（Δ
Ｖｉ）をそれぞれ求めるとともに、
前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）を測定する際の１点目時間（ｔ１）と、
前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を測定する際の２点目時間（ｔ２）を測定し、
前記２点目時間（ｔ２）から前記１点目時間（ｔ１）を差し引くことにより時間差（Δｔ
）を求め、
前記絶対値（ΔＶｉ）を前記時間差（Δｔ）で除して既定係数（Ａ）を乗じることにより
、前記各キャパシタの電圧調整幅（ΔＶｂｉ）を計算し、
初期バランス電圧（Ｖｒｏ）から前記電圧調整幅（ΔＶｂｉ）を差し引くことで前記バラ
ンス電圧（Ｖｒｉ）を決定し、
前記バランス電圧調整手段により、キャパシタ両端電圧（Ｖｉ）が前記バランス電圧（Ｖ
ｒｉ）になるように制御するようにした蓄電装置。
【請求項２】
直列に接続された複数のキャパシタと、
複数の前記キャパシタのそれぞれに接続されたバランス電圧調整手段と、
前記バランス電圧調整手段に接続された制御回路からなり、
前記制御回路は、前記キャパシタの非充放電時において、前記バランス電圧調整手段によ
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り前記キャパシタの非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ、ｉ＝１～ｎ、ｎは前記キャパシタの個
数）を測定し、
前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）の測定後から、前記キャパシタを連続して充電のみ、
または放電のみを行っている時における前記キャパシタの充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を
、前記バランス電圧調整手段により測定し、
前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）と前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）の差の絶対値（Δ
Ｖｉ）をそれぞれ求め、
前記各絶対値（ΔＶｉ）の最小値（ΔＶｍｉｎ）を求め、
前記各絶対値（ΔＶｉ）と前記最小値（ΔＶｍｉｎ）の比（Δｉ）、および電圧調整幅（
ΔＶｂ）における、あらかじめ求めた相関関係から、前記各キャパシタに対する前記電圧
調整幅（ΔＶｂｉ）をそれぞれ求め、
初期バランス電圧（Ｖｒｏ）から前記電圧調整幅（ΔＶｂｉ）を差し引くことで前記バラ
ンス電圧（Ｖｒｉ）を決定し、
前記バランス電圧調整手段により、キャパシタ両端電圧（Ｖｉ）が前記バランス電圧（Ｖ
ｒｉ）になるように制御するようにした蓄電装置。
【請求項３】
前記制御回路は、前記キャパシタが非充放電状態になる毎に、前記バランス電圧（Ｖｒｉ
）を決定するようにした請求項１、または２に記載の蓄電装置。
【請求項４】
前記制御回路は、前記キャパシタの充電、または放電の開始直後における全ての前記キャ
パシタの内部抵抗値（Ｒ）に起因した初期的な電圧上昇、または電圧降下が発生した後に
、
既定時間（ｔｓ）毎に、直列接続された前記キャパシタの全電圧（Ｖｃ）の電圧傾き（Δ
Ｖｃ）を求め、
前記電圧傾き（ΔＶｃ）の正負が前回電圧傾き（ΔＶｃｏ）と同じで、かつ前記電圧傾き
（ΔＶｃ）の絶対値が前記前回電圧傾き（ΔＶｃｏ）の絶対値より小さくなった時に、前
記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を測定するようにした請求項１、または２に記載の蓄電装
置。
【請求項５】
前記制御回路は、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を測定する際に、前記電圧傾き（ΔＶ
ｃ）の正負が前記前回電圧傾き（ΔＶｃｏ）と異なれば、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ
）の測定を中止して前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を更新せず、
再び前記キャパシタが非充放電状態になれば、前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を決定するよ
うにした請求項４に記載の蓄電装置。
【請求項６】
前記制御回路は、前記キャパシタの充電、または放電の開始直後における全ての前記キャ
パシタの内部抵抗値（Ｒ）に起因した初期的な電圧上昇、または電圧降下が発生した後に
、
既定時間（ｔｓ）毎に、前記制御回路に入力される前記キャパシタの充放電電流（Ｉ）の
正負が前回充放電電流（Ｉｏ）と同じで、かつ前記充放電電流（Ｉ）の絶対値が前記前回
充放電電流（Ｉｏ）の絶対値より小さくなった時に、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を
測定するようにした請求項１、または２に記載の蓄電装置。
【請求項７】
前記制御回路は、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を測定する際に、前記充放電電流（Ｉ
）の正負が前記前回充放電電流（Ｉｏ）と異なれば、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）の
測定を中止して前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を更新せず、
再び前記キャパシタが非充放電状態になれば、前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を決定するよ
うにした請求項６に記載の蓄電装置。
【請求項８】
前記制御回路は、前記キャパシタが非充放電状態のまま使用終了となれば、前記充放電時
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両端電圧（Ｖ２ｉ）の測定を中止するようにした請求項１、または２に記載の蓄電装置。
【請求項９】
前記キャパシタに温度センサを配するとともに、前記温度センサの出力が前記制御回路に
接続された構成を有し、
前記制御回路は、あらかじめ求めた前記キャパシタ両端電圧（Ｖｉ）の温度依存性により
、前記温度センサから得られる温度（Ｔ）に応じて、前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）
と前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を補正するようにした請求項１、または２に記載の蓄
電装置。
【請求項１０】
前記制御回路は、前記バランス電圧（Ｖｒｉ）が劣化限界値（Ｖｇ）以下になるか、ある
いは前記絶対値（ΔＶｉ）が劣化上限値（ΔＶｇ）以上になるか、の少なくともいずれか
の場合に、劣化信号を出力するようにした請求項１、または２に記載の蓄電装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の蓄電装置は、直列に接続された複数のキャ
パシタと、複数の前記キャパシタのそれぞれに接続されたバランス電圧調整手段と、前記
バランス電圧調整手段に接続された制御回路からなり、前記制御回路は、前記キャパシタ
の非充放電時において、前記バランス電圧調整手段により前記キャパシタの非充放電時両
端電圧（Ｖ１ｉ、ｉ＝１～ｎ、ｎは前記キャパシタの個数）を測定し、前記非充放電時両
端電圧（Ｖ１ｉ）の測定後から、前記キャパシタを連続して充電のみ、または放電のみを
行っている時における前記キャパシタの充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を、前記バランス電
圧調整手段により測定し、前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）と前記充放電時両端電圧（
Ｖ２ｉ）の差の絶対値（ΔＶｉ）をそれぞれ求めるとともに、前記非充放電時両端電圧（
Ｖ１ｉ）を測定する際の１点目時間（ｔ１）と、前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を測定
する際の２点目時間（ｔ２）を測定し、前記２点目時間（ｔ２）から前記１点目時間（ｔ
１）を差し引くことにより時間差（Δｔ）を求め、前記絶対値（ΔＶｉ）を前記時間差（
Δｔ）で除して既定係数（Ａ）を乗じることにより、前記各キャパシタの電圧調整幅（Δ
Ｖｂｉ）を計算し、初期バランス電圧（Ｖｒｏ）から前記電圧調整幅（ΔＶｂｉ）を差し
引くことで前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を決定し、前記バランス電圧調整手段により、キ
ャパシタ両端電圧（Ｖｉ）が前記バランス電圧（Ｖｒｉ）になるように制御するようにし
たものである。
　また、本発明の蓄電装置は、直列に接続された複数のキャパシタと、複数の前記キャパ
シタのそれぞれに接続されたバランス電圧調整手段と、前記バランス電圧調整手段に接続
された制御回路からなり、前記制御回路は、前記キャパシタの非充放電時において、前記
バランス電圧調整手段により前記キャパシタの非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ、ｉ＝１～ｎ
、ｎは前記キャパシタの個数）を測定し、前記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）の測定後か
ら、前記キャパシタを連続して充電のみ、または放電のみを行っている時における前記キ
ャパシタの充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）を、前記バランス電圧調整手段により測定し、前
記非充放電時両端電圧（Ｖ１ｉ）と前記充放電時両端電圧（Ｖ２ｉ）の差の絶対値（ΔＶ
ｉ）をそれぞれ求め、前記各絶対値（ΔＶｉ）の最小値（ΔＶｍｉｎ）を求め、前記各絶
対値（ΔＶｉ）と前記最小値（ΔＶｍｉｎ）の比（Δｉ）、および電圧調整幅（ΔＶｂ）
における、あらかじめ求めた相関関係から、前記各キャパシタに対する前記電圧調整幅（
ΔＶｂｉ）をそれぞれ求め、初期バランス電圧（Ｖｒｏ）から前記電圧調整幅（ΔＶｂｉ
）を差し引くことで前記バランス電圧（Ｖｒｉ）を決定し、前記バランス電圧調整手段に
より、キャパシタ両端電圧（Ｖｉ）が前記バランス電圧（Ｖｒｉ）になるように制御する
ようにしたものである。
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